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事業結果報告書

次のとおり（市民提案型）協働事業の結果を報告します。
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1　事業の実施結果
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ごみの減量化を段ボールユンポストの製作講習会を通して市民へ啓発 

するとともに実施の動機付けを行う。 

実施状況：市内の5か所の公民館等で「生ごみ堆肥化の段ボールコン 

ポストの製作」講習会を実施、募集人員20名／会場に対して定員を超 

える応募があり、当日の欠席者は2名と少数であった。、（第3回葛城公 

民館での親子対象では募集10組に対して、4組の応募で1組が欠席） 、講習会は（D生ごみの減量化の基礎知識と各種手法の説明、②簡単で 

．及び ��廁,偬��.�&�7ｸ�ｸ8ｸ5(987ﾈ5�6x,ﾉ�ｸﾞﾈ,Xﾕﾉ�ﾈ+X�������(,�.ﾘ*�.�."�
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講習会には当法人会員（生ごみ資源化アドバイザー）をテーブル毎 
に1名配置し、参加者の質問に答えられるよう配慮した。 

成果：講習会を通して、生ごみの減量化が焼却ごみ削減に役立つこと 
の理解を深め、製作した段ボールコンポストでの「生ごみ減量化」へ 

の取り組みの啓発および実施に寄与したと思われる 

また、本事業通じて「生ごみ資源化アドバイザー」活用の機会が得 
られたことも成果の一つと言え‾る。 
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